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１
．
は
じ
め
に

　

米
国
の
オ
バ
マ
政
権
が
掲
げ
る
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策

の
一
環
と
し
て
「
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
」
構
想
が
浮
上
し
て
い
る
。

そ
の
呼
称
に
明
確
な
定
義
は
な
い
も
の
の
、
低
炭
素
社
会
を
目
指
す

世
界
的
な
流
れ
の
中
で
、
高
度
な
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を
利

用
し
て
、
電
力
系
統
、
分
散
型
電
源
、
需
要
家
な
ど
の
分
野
か
ら
情

報
を
収
集
し
、
こ
れ
ら
を
統
合
し
て
電
力
系
統
全
体
を
よ
り
効
率
良

く
、
安
全
・
安
心
に
運
用
す
る
ス
マ
ー
ト
な(

賢
い
、
す
ら
っ
と
し
た)

送
配
電
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
｜
と
解
せ
よ
う
。
日
本
で
は
既
に
高
信
頼
度

の
電
力
供
給
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
、
太
陽
光
発

電
を
中
心
と
し
た
出
力
が
不
安
定
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
大
量

導
入
さ
れ
て
も
、
こ
れ
ま
で
通
り
高
い
信
頼
度
、
効
率
、
品
質
を
維

持
す
る
た
め
の
技
術
を
構
築
し
て
行
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

　

電
力
中
央
研
究
所
（
以
下
、
電
中
研
）
で
は
、
020
～
030
年
以
降
を

見
据
え
た
「
日
本
型
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
技
術
」
と
し
て
、
分
散
型

電
源
の
大
量
導
入
へ
の
的
確
な
対
応
や
需
要
・
供
給
両
側
の
連
携
に

よ
る
効
率
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
可
能
と
す
る
「
電
中
研
版
次
世

代
グ
リ
ッ
ド
Ｔ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
」 (

T
r
i
p
l
e

〝I

〟 P
o
w
e
r
 
S
y
s
t
e
m
s
)

を
提

案
し
て
い
る
。

　

２
．
各
国
の
取
組
み
方

　

前
述
し
た
オ
バ
マ
政
権
の
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
に
代

表
さ
れ
る
よ
う
に
欧
米
で
は
、
供
給
信
頼
度
向
上
、
分
散
型
電
源
の

有
効
活
用
や
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
効
率
的
利
用
な
ど
を
目
的
と
し
た

「
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
」
と
称
す
る
次
世
代
グ
リ
ッ
ド
技
術
の
開
発

計
画
が
立
ち
上
が
っ
て
い
る
。
欧
米
で
の
関
心
の
高
ま
り
に
は
、
日
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本
と
共
通
す
る
要
因
も
あ
る
が
、
地
域
間
の
電
力
融
通
網
が
十
分
で

な
か
っ
た
り
、
近
年
、
電
力
自
由
化
の
影
響
で
系
統
設
備
へ
の
投
資

や
研
究
開
発
が
殆
ど
行
わ
れ
ず
、
大
規
模
停
電
の
発
生
な
ど
に
よ
り

供
給
信
頼
度
の
低
下
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
現
状
な
ど
、
日

本
と
は
状
況
が
異
な
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

米
国
で
は
、
03
年
に
起
き
た
大
規
模
停
電
を
契
機
に
、
次
世
代
の

電
力
網
に
つ
い
て
の
議
論
が
活
発
化
し
た
際
、
送
電
線
設
備
投
資
の

抑
制
と
老
朽
化
に
加
え
て
電
力
自
由
化
が
進
み
、
送
電
線
の
送
電
容

量
の
限
界
に
近
い
、
い
わ
ゆ
る
〝
混
雑
〟
が
頻
発
し
て
い
た
た
め

送
電
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
を
高
め
る
の
に
有
効
な
技
術
と
し
て
、
07
年
に
国

の
施
策
と
し
て
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
の
開
発
が
盛
込
ま
れ
た
。
そ
の

後
、
誕
生
し
た
オ
バ
マ
政
権
の
下
で
、
地
球
温
暖
化
対
策
、
さ
ら
に

は
景
気
対
策
と
し
て
、
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
の
主
要
な

柱
と
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
や
Ｇ
Ｅ
な
ど
の
大
企
業
や
様
々
な
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
の
ほ
か
、
総
合
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
事
業
最
大
手
の
Ｇ
ｏ
ｏ

ｇ
ｌ
ｅ
な
ど
も
参
入
し
て
、
技
術
開
発
や
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進

ん
で
い
る
。
こ
の
中
で
は
今
後
の
需
要
の
伸
び
に
対
し
、
コ
ス
ト
増

と
な
る
電
源
建
設
の
繰
延
べ
に
寄
与
し
、
さ
ら
に
省
エ
ネ
に
も
貢
献

す
る
と
考
え
ら
れ
る
デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス
（
需
要
反
応
）
に
よ
る

需
給
調
整
の
対
応
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
に
は
ス
マ
ー
ト

メ
ー
タ
ー
が
不
可
欠
な
要
素
と
さ
れ
、
多
く
の
電
力
で
試
験
的
な
導

入
が
進
ん
で
い
る
。

　

欧
州
で
は
、
欧
州
大(

Ｅ
Ｕ)

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
研
究
が

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
政
策
と
し
て
大
き
く
掲
げ
て
い
る
国
は
今
現

在
の
と
こ
ろ
は
な
い
。
し
か
し
、
国
と
国
の
間
の
電
力
取
引
に
よ
っ
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て
、
し
ば
し
ば
送
電
線
の
混
雑
が
起
き
て
い
る
。

　

ま
た
、
風
力
発
電
の
一
部
地
域
へ
の
大
量
導
入
が
こ
の
混
雑
に
拍

車
を
か
け
る
一
方
、
系
統
の
運
用
に
も
問
題
が
生
じ
始
め
て
い
る
。

欧
州
大
で
は
020
年
に
お
い
て
、
○
20
％
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導

入
、
○
20
％
の
CO2
排
出
削
減
、
○
20
％
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
改
善
｜

を
目
指
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
実
現

す
る
た
め
の
更
な
る
大
規
模
洋
上
風
力
や
大
幅
な
省
エ
ネ
施
策
な
ど

も
計
画
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
欧
州
に
お
い
て
も
、
今
後
ス
マ
ー

ト
グ
リ
ッ
ド
へ
の
取
組
み
が
進
む
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
日
本
で
は
、
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し

集
中
型
電
源
を
中
心
と
し
た
高
効
率
、
高
品
質
、
高
信
頼
度
の
電
力

供
給
シ
ス
テ
ム
が
既
に
出
来
上
が
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
安
定
供
給

の
指
標
で
あ
る
需
要
家
一
軒
あ
た
り
の
年
間
平
均
停
電
時
間
を
見
る

と
、
日
本
は
20
分
以
下
で
あ
り
、
米
国
や
英
国
の
４
分
の
１
程
度
と

圧
倒
的
に
短
い
。
し
か
し
、
将
来
の
低
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
量
導
入
や
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
な
ど

の
新
し
い
電
力
利
用
に
加
え
、
利
便
性
の
向
上
と
省
エ
ネ
の
両
立
な

ど
を
推
し
進
め
て
行
く
と
、
日
本
に
お
い
て
も
更
に
新
し
い
電
力
供

給
・
利
用
イ
ン
フ
ラ
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
う
ち
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
し
て
は
国
の
導
入
目
標
に

よ
り
、
住
宅
に
設
置
さ
れ
る
太
陽
光
発
電
が
中
心
に
な
る
と
考
え
ら

れ
、
こ
の
こ
と
が
日
本
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
は
、
長
い
時
間
と
共
に
コ
ス
ト

も
か
か
る
。
こ
の
た
め
、
日
本
の
電
力
シ
ス
テ
ム
の
実
態
や
固
有
の

要
因
を
踏
ま
え
た
上
で
、
020
～
030
年
以
降
を
見
据
え
た
研
究
を
段
階

的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

　

３
．
電
中
研
に
お
け
る
日
本
型
次
世
代
グ
リ
ッ
ド
｜
Ｔ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
｜
の
研
究
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低
炭
素
社
会
の

実
現
に
向
け
た
電

力
供
給
・
利
用
イ

ン
フ
ラ
で
は
、
最

も
基
本
と
な
る
安

定
供
給
の
確
保
に

加
え
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
円

滑
導
入
と
有
効
活

用
、
需
要
家
と
一

体
と
な
っ
た
省
エ

ネ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
有
効
利
用
な
ど

と
い
っ
た
全
体
調

和
を
実
現
す
る
仕

組
み
を
取
り
込
ん

だ
シ
ス
テ
ム
が
必

要
と
考
え
る
。

　

電
中
研
で
は
、

こ
れ
に
対
応
し
た

日
本
型
「
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
」
と
も
言
う
べ
き
Ｔ
Ｉ
Ｐ
Ｓ(

T
r
i
p
l
e

〝I

〟 P
o
w
e
r
 
S
y
s
t
e
m
s
)

を
提
案
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
〝
Ｉ
〟
は

次
世
代
グ
リ
ッ
ド
の
特
徴
、
す
な
わ
ち
、
知
的
（I

n
t
e
l
l
i
g
e
n
t

）
、

相
互
影
響
的
（I

n
t
e
r
a
c
t
i
v
e

）
、
ま
た
統
合
的
（I

n
t
e
g
r
a
t
e
d

）

の
３
つ
の
英
語
を
意
味
す
る
。

　

右
掲
の
図
１
に
そ
の
イ
メ
ー
ジ
図
を
示
す
。
こ
れ
は
現
状
の
電
力

供
給
イ
ン
フ
ラ
を
ベ
ー
ス
に
、
さ
ら
に
各
需
要
家
ま
で
の
通
信
ネ
ッ
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ト
ワ
ー
ク
、
更
に
は
分
散
型
電
源
が
大
量
導
入
さ
れ
る
配
電
系
統
（
需

要
地
系
統
）
を
中
心
と
し
た
蓄
電
装
置
や
電
圧
・
潮
流
を
制
御
す
る

機
器
の
導
入
を
考
え
、
需
要
家
と
一
体
と
な
っ
て
系
統
全
体
を
低
コ

ス
ト
で
安
定
・
高
効
率
運
用
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
Ｔ
Ｉ
Ｐ

Ｓ
研
究
と
し
て
現

在
、
次
の
５
つ
の

課
題
を
進
め
て
い

る
。

　

⑴　

需
要
地
系

　

統
の
需
給
一
体

　

化
運
用
・
制
御

　

新
し
い
配
電
系

統
と
し
て
電
中
研

が
提
案
し
て
き
た

「
需
要
地
系
統
」

に
お
い
て
、
新
た

に
供
給
側
と
需
要

家
側
と
が
連
携
し

て
、
太
陽
光
発
電

の
大
量
導
入
時
の

逆
潮
流
や
電
圧
問

題
に
対
応
す
る
需

給
一
体
型
の
手
法

や
技
術
を
開
発
す

る(

上
掲
の
図
２

を
参
照)

 

　

⑵　

需
要
地
系
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統
と
基
幹
系
統
の
協
調
運
用

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
が
大
量
導
入
さ
れ
た
場
合
の
予
備
力

確
保
な
ど
、
需
給
運
用
へ
の
影
響
や
基
幹
系
の
送
電
網
へ
の
影
響
を

定
量
的
に
検
討
す
る
た
め
の
解
析
技
術
を
開
発
。

　

ま
た
こ
れ
を
用
い
た
影
響
評
価
を
行
う
と
共
に
、
そ
の
対
応
技
術

を
開
発
す
る
。

　

⑶　

次
世
代
情
報
・
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
構
築

　

自
動
検
針
、
情
報
提
供
、
需
給
一
体
型
の
運
用
・
制
御
な
ど
、
需

要
家
と
の
双
方
向
通
信
を
行
う
た
め
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
高
い
需
要

地
系
通
信
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
開
発
す
る
。
ま
た
、
高
度
な
系
統
監

視
制
御
の
た
め
の
広
域
・
高
速
制
御
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
設
備
保
全
の

た
め
の
セ
ン
サ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
開
発
す
る
。

　

⑷　

デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス
の
評
価

　

電
気
の
利
用
状
況
や
価
格
情
報
な
ど
を
受
け
て
、
需
要
家
が
機
器

の
利
用
を
変
化
さ
せ
る
（
＝
デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス
）
に
つ
い
て

日
本
で
の
効
果
と
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
の
検
討
・
評
価
を
行
う
。

　

⑸　

次
世
代
流
通
機
器
の
開
発

　

需
要
地
系
統
へ
の
適
用
を
目
的
と
し
た
、
事
故
電
流
を
抑
制
す
る

超
電
導
限
流
器
や
、
環
境
性
、
コ
ン
パ
ク
ト
性
、
効
率
性
、
安
全
性

な
ど
に
優
れ
た
次
世
代
型
電
力
流
通
機
器
の
要
素
技
術
を
開
発
す
る
。

　

４
．
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
課
題

　

太
陽
光
発
電
の
配
電
系
統
へ
の
導
入
に
関
し
て
は
、
需
要
地
系
統

技
術
と
し
て
、
電
圧
や
潮
流
を
制
御
す
る
ル
ー
プ
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー

(

Ｌ
Ｐ
Ｃ)

や
、
通
信
を
利
用
し
た
保
護
保
安
方
式
を
開
発
し
て
き

た
。
こ
れ
に
よ
り
030
年
の
国
の
導
入
目
標
で
あ
る
５
３
０
０
万
㎾
の

約
50
％
に
相
当
す
る
量
の
導
入
に
対
応
で
き
る
配
電
系
統
の
安
定
運
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用
技
術
を
確
立
し
た[

参
考
文
献
１]

。

　

ま
た
、
デ
マ
ン
ド
レ
ス
ポ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、
そ
の
技
術
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
の
評
価
と
し
て
、
東
京
電
力
管
内
の
事
務
所
ビ
ル
や
小
売
店

舗
を
対
象
に
、
020
年
度
の
夏
季
平
日
昼
間
に
お
け
る
空
調
、
照
明
な

ど
の
負
荷
削
減
量
を
試
算
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
全
て
の
対
象
需
要
家
が
参
加
す
れ
ば
約
１
２
９
万
㎾

の
削
減
が
見
込
ま
れ
る
と
い
う
結
果
を
得
た[

参
考
文
献
２]

。
こ

れ
は
、
電
中
研
が
推
定
す
る
そ
の
時
点
の
供
給
予
備
力
の
約
25
％
に

相
当
す
る
。

　

日
本
型
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
は
、
大
規
模
集
中
型
電
源
と
調
和
し

た
形
で
国
民
参
加
型
の
太
陽
光
発
電
の
大
量
導
入
を
可
能
と
す
る
と

共
に
、
低
炭
素
社
会
に
お
い
て
そ
の
役
割
が
高
ま
る
電
気
に
つ
い
て

一
層
の
安
定
供
給
と
効
率
的
利
用
を
イ
ン
フ
ラ
面
か
ら
支
え
る
も
の

で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
ま
で
紹
介
し
た
電
中
研
の
Ｔ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
研
究

は
、
標
準
化
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
問
題
な
ど
の
共
通
技
術
に
つ
い
て
は

海
外
と
の
連
携
も
取
り
な
が
ら
、
段
階
的
に
進
め
て
行
く
所
存
で
あ

る
。
ま
た
、
蓄
電
池
技
術
や
イ
ン
バ
ー
タ
技
術
な
ど
個
別
技
術
も
重

要
と
な
る
が
、
電
中
研
で
は
こ
れ
ら
技
術
に
つ
い
て
も
開
発
を
進
め

て
行
く
所
存
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

お
わ
り)
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小
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、
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岡
田
、
上
村
、
八
太
、
大
谷:

「
需
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の
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研
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所
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報
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０
８
、
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年
６
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、
浅
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務
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整
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研
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報
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Ｙ
０
８
０
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、
09
年
５
月


